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図１：無容器法を用いたガラス作製装置 

試料は円錐ノズルから吹き出るガスにより浮遊し、CO2レーザーで加熱融解される。写真は浮

遊している高温酸化物融体。 

 



 
 
図２ 無容器法を用いて合成されたランタンガラス（La2O3の組成が多いガラス）とニオブガ

ラス（Nb2O の組成が多いガラス）。写真では全く同じ無色透明のガラスに見えるが、実験デ

ータに基づいた計算機シミュレーションより得られたガラスの３次元原子配列には、両ガラス

に顕著な違いが見られる。 



 
図３ 元素の周期表。一般的な酸化物ガラスには右上に青く塗りつぶした元素のどれかが必

ず含まれていなければならない。一方、本研究チームはこれまでに左下の元素だけの組み合

わせでもガラスになることを示した。 
 


